



Legacy of the Cameron Administration and








































し た“A Strategic Framework for English
Tourism 2010-2020”に 基 づ き，“Regional
Growth Fund (2010年7月設立）”を活用した
“New Regional Growth Strategy”（2010年10月）
の推進等の England 地方に関する観光振興施策
の推進に努めてきている。















月 に キ ャ メ ロ ン 首 相 の 指 示 に 基 づ い て
VisitBritain が取りまとめた“The London 2012

































月 に“Delivering a Golden Legacy; A growth













の見直しは VisitBritain 及び VisitEngland に対す
る初めての見直しである。
見直し作業は2014年7月に開始され，内閣府の
Government Innovation Group & Office for Civil
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1．1969年観光開発法によって規定されている British Tourist Authority 及び English Tourist Board の機
能は従来通り維持されるべきである。
2．VisitBritain 及び VisitEngland は技術的な機能審査を問題なくクリアしており，それほどの重要性はな
いものの，政治的な中立性及び関連情報や数値の掌握の2つの審査基準もクリアしており，独立行政法
人として存続する必要がある。
3．VisitBritain 及び VisitEngland は正式には各々が独自にその機能を発揮することが出来る分野に専念し
うるよう，2つの“行政機関としての独立行政法人”に分離されるべきである。
4．VisitEngland は，その授与された権限の下に自立した“行政機関としての独立行政法人”となるべき




る観光部門に対して提供し，② Challenge Fund を活用するための民間事業者とのパートナーシップを開
発し，③ England の観光に関して，政府に対して助言を行う機能を保持する必要がある。
6．VisitEngland は，Challenge Fund に関する財務管理の責任を有し，Accounting Officer（会計責任者）
としての事務局長は Challenge Fund に関するあらゆる資金運用に責任を有することとなる。
7．VisitEngland は Challenge Fund に関わるあらゆる国内の観光振興活動を引き受ける必要があるが，対
外的な観光振興活動からは手を引くべきである。
8．VisitEngland 及び VisitBritain は達成目標に合意した上で Challenge Fund から対外的な観光振興活動
に必要とされる資金を確保し，VisitBritain は必要な対外的な観光キャンペーンを開発して推進していく
こととするべきである。
9．VisitEngland は Challenge Fund を活用して England における BVE（Business Visits and Events）の発
展を支援していかなければならない。そして，VisitEngland は BVE 分野における England の発展を推進
するための国際的なプラットホーム及び販売促進活動（VisitBritain によって実施されるものであるが）
に必要とされる成果及び予算に関する VisitBritain との合意を形成しなければならない。

















17．VisitBritain は，国際的な消費者動向調査に関する情報を提供し，VisitEngland と合意した England の
観光産品の海外への売込みを実施することにより，VisitEngland の Challenge Fund の活動を支援してい
く必要がある。




について，BIS（Department for Business, Innovation & Skills）及び UKTI（United Kingdom Trade and
Investment）との議論を深めていく必要がある。
20．VisitBritain 及び VisitEngland は，民間事業者とのパートナーシップ活動及び資金獲得のための長期的
な戦略を開発していく必要がある。
21．VisitBritain 及び VisitEngland は，2015年4月までに，DCMS との協議を踏まえて，両者がいかにし
て新たな運営方式に変更していくか，そして，より一層の効率性の向上をいかにして具体的に実現する
かを示す詳細な権限の移行及び実施に関する計画を作成しなければならない。
22．VisitBritain 及び VisitEngland は，2015年度末までに彼らの shared business services（間接業務）機能
において最低限£441,000の効率性の向上による節約額を産み出さなければならない。この節約額は，
VisitBritain 及び VisitEngland の分離に伴う一時的なコストである£190,000及び分離した行政機関とし
ての独立行政法人である VisitEngland が1年目において必要とされる経費である£140,000に充当されな
ければならない。
23．実施計画の一部として，VisitBritain 及び VisitEngland はその shared business services の全面的な見
直しに取り掛かり，将来的な shared business services に代替しうる方式及び選択肢に関する DCMS に対
する上申書を2015年12月までに作成しなければならない。






26．VisitBritain 及び VisitEngland は，DCMS 及び内閣府の支援を受けて，2016年3月までに Grovener
Gardens にある所有物件のリース権をあらゆる責務を免れるように Weber Shandwick 社に譲渡するため
の交渉に努めていく必要がある。
27．VisitBritain 及び VisitEngland は，Triennial Review の作業の一環として，内閣府の Communications
Capability Review チームによって義務付けられたところに従い，Triennial Review Challenge Group の専
門知識を活用して，簡便な情報提供能力の見直しを行わなければならない。このようなことは，進歩が
速い情報システムによる効率性の進展を常に考慮に入れる必要があることを示すものである。
28．DCMS は，次の会計年度の当初において，短中期の達成目標に反映されることとなる VisitBritain 及
び VisitEngland に対する改訂された Management Agreement を交付しなければならない。
29．DCMS の観光担当局長は VisitBritain 及び VisitEngland の理事会にオブザーバーとして出席し参加す
るために招請されなければならない。
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30．DCMS，VisitBritain 及び VisitEngland は，VisitBritain の理事会において女性の参画を図り，少数民








取において，VisitBritain 及び VisitEngland の
存在は観光振興政策を推進していく上でこれま
で通り必要とされるという要請を受けている。










開 発 を 推 進 す る こ と で あ る。よ っ て，
VisitBritain はもっぱら対外的な売込みに専念







を 課 す こ と に よ り，VisitBritain 及 び
VisitEngland の活動に効率性と有効性を高め
る必要がある。











今 回 の Triennial Review に お い て，






そして，VisitBritain 及び VisitEngland の完全
分離，両者の shared back-office function のあり
方などの検討は2015年度における DCMS による
Comprehensive Spending Review に委ねられて
おり，いかなる結論が出されるのか大いに注目さ
れるところである。
3 Comprehensive Spending Review の
実施と新規の British Tourist Authority
の発足























しかし，VisitBritain 及び VisitEngland に対す







また，Comprehensive Spending Review 2015
においては，VisitBritain 及び VisitEngland は
British Tourist Authority の枠内において業務を
推進して行くという前提のもとに新規の優先事項
を明確にしていくこととしている。
そして，VisitBritain 及び VisitEngland の業務
運営を整合性がとれたものとし，政府補助金が第
一線の活動に最大限投入されるようにするために，
VisitBritain 及び VisitEngland は2つの組織に分
割されることなく，組織統治の観点から一体的に
運営される必要があるとしている。
VisitEngland は British Tourist Authority の組
織内で活動の報告を行い，VisitEngland の理事




以 上 の よ う な 2015 年 11 月 下 旬 に お け る
Comprehensive Spending Review2015に基づく
政 府 の 意 向 表 明 に 従 い，VisitBritain 及 び
VisitEngland はその予算の内容及びそれに伴う














English Tourist Board (ETB,
also known as ‘VisitEngland’,
then as VisitEngland
Advisory Board)
図表2 British Tourist Authority 内の権限関係
出典：Annual Report and Accounts for the Year Ended 31 March 2016, p. 41.
組織の再編成に速やかに取り組むこととなった。
なお，English Tourist Board は財務省及びそ
の他の資金源からは直接的には一切の資金を受け
取っていない，VisitEngland として使用される
経費及び支払いは，British Tourist Authority が
一括して受け取った政府補助金によって賄われる
こととなっている。
⑵ 2016 年 度 に お け る VisitBritain 及 び
VisitEngland の戦略上の優先事項
Comprehensive Spending Review 2015 に基づ
く 意 向 表 明 に 則 っ た VisitBritain 及 び
VisitEngland の戦略上の優先事項は以下の通り
となる。
1）VisitBritain 及び VisitEngland の優先事項
① 新たな組織上の発展戦略を開発して実施して
行く
② Discover England Fund を発展させて実施し
て行く
③ GREAT キャンペーンを推進し拡充して行く
④ 英国及び England に関する整合性のとれた
Digital 及び Content 戦略を実施する
⑤ VisitBritain 及び VisitEngland の小売り及び
観光産品開発に関わる営業能力を整備する
⑥ VisitBritain 及び VisitEngland のパートナー
シップ関係を深めて行く
⑦ Business Visits and Events 部門における明
確な戦略及び役割を策定する
2）VisitEngland の特別優先事項
① Discover England Fund の発展及び実施（特
に England の観光開発）






















4）British Tourist Authority の新しい組織体制
の整備
British Tourist Authority の 新 た な 組 織 は









② Discover England Fund の実施に専念させる
ために新規に England 専任の局長を新設
③ British Tourist Authority の営利事業を発展
させていくために Commercial 担当局長を新設














⑶ Triennial Review の 勧 告 と 2015 年
Comprehensive Spending Review の結論の違
い
2015 年 3 月 の Triennial Review に お い て





















British Tourist Authority に対する政府補助金の



























出典：Annual Report and Accounts for the Year Ended 31 March 2016, p. 37.
図表3 British Tourist Authority の新しい組織体制



























（例；Business Visits & Events への支援など）こ


















Arm’s Length Relationship で DCMS（Department










British Tourism Framework Review の答申に基づい
て，British Tourist Authority の 傘 下 に お い て
VisitEngland が 再 発 足 し て い る。し か し，
VisitBritain と VisitEngland の間の業務分担が必ずし
も明確でないまま推移してきており，2014年7月に開
始された Tirennial Review の勧告（2015年3月に公
表された）の際の検討や2015年秋の Comprehensive
Spending Reveiw による意見表明に基づく検討が行わ



















Radisson Edwardian Hotels，Hilton P&O Ferries，
英国キャメロン政権の観光振興政策の成果（Legacy）及び今後の展望
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DFDS Seaways 及び lasteminute. com である。
（4) World Economic Forum（ダボス会議の開催で知ら
れている）による評価。
















は English Tourist Board の理事長に活動状況の報告
をする事務局長がいる別個の組織として業務運営を行
っ て き て い る。し か し，2015 年 11 月 に 政 府 は




の責任を統合して British Tourist Authority の名の下
に単一の組織としての権限により業務運営を行ってい
くこととなった。
そして，British Tourist Authority の理事会は，
England の観光振興事案に関しては English Tourist
Board（VisitEngland Advisory Board としても認知さ
れている）による助言が提供されることとなっている。
こ の こ と は，VisitEngland Advisory Board が
England Action Plan の発展及び実施に関して British
Tourist Authority の事務局長及び理事会に助言を行




ま た，VisitEngland Advisory Board は Discover
England Fund に対する応募案件の審査の際の評価基
準の作成作業に対して助言を行い，その意見及び助言
を British Tourist Authority の理事会が評価基準を決
定する際に提案することができることとなっている。
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